「だが ね、 たとえお 伽噺 にせよ、 最後のと ころ は、 お 

前の 口癖 を まねたん だぜご 

「いや、 俺 は どんな ことに も、 眉 を ひそめ やしないご 

「きっと か。 それならば、 こういう 事柄 を どう 思う 

ゝ o _ 

力 」 

こんど は、 彼が 煙草 を ふかし はじめた。 そして 言つ 

た。 

「俺 は 嘗て 中国に 旅行した 時、 田舎の 貧しい 町の 商店 

を 見て、 淋しく 思った。 その 店々 に は、 商品ら しい も 

の は殆ん どなく、 人間の けはい も 乏しく、 ただが らん 

として 佗びし く、 そして 乱雑で 埃が いっぱい たまって 
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